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地元企業からみた
スマートシティー実装への

課題と取組み

2022.07.20
江ノ島電鉄株式会社

鎌倉市スマートシティ パートナー会員



江ノ島電鉄グループのご紹介
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●本年鉄道開業１２０周年、湘南・鎌倉地域を中心とした県内エリアで事業展開

73%

2018年度 連結営業収益構成比



市内交通事業エリア（鉄道・バス）
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長谷地区



市内交通事業エリア（シェアサイクル）
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※SHONANPEDALを含むHELLOCYCLINGポート全体を記載
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鎌倉市さま公表資料

鎌倉市スマートシティ官民研究会 開催趣旨より抜粋



鎌倉市さま公表資料
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鎌倉市交通計画検討委員会・特別委員会
第３回特別委員会資料より抜粋
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道路網が有する能力を越えて市街地・観光地へ流入する
自家用車（住民、観光客）の存在＝「交通渋滞」

路線バスは土休日３０分以上の遅延江ノ電年間１６０回程度遅延(2019年度）

●公共交通に対する信頼低減だけでなく、「経済・社会・環境」へも悪影響

スマートシティに取り組む背景や課題①



スマートシティに取り組む背景や課題②
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道路渋滞に起因する
公共交通の悪循環を
どこかで断ち切る

ことが必要

スマートシティを通じた

交通改善に対して、

積極的に取り組む責務



スマートシティに取り組む背景や課題③
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特定日、特定時間、特定場所への集中による
「局所的オーバーツーリズム」

・観光客の行動パターン（場所・時間）画一化

●地域内観光の不満点の上位は「移動のしにくさ」「混雑」



スマートシティに取り組む背景や課題④
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公共交通の利用者減少は
当分戻らない状況

2018 2019 2020 2021

鉄道輸送人員

「人口減少」「若者・高齢者の外出率の低下」
「移動に対する価値の見直し」EC、ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰ、ﾃﾚﾜｰｸ

移動の減少はリアル事業（実店舗／対面営業）の
衰退にも大きな影響

今後の移動減少は公共交通、地域産業の衰退にも直結

●公共交通企業として、「移動」の目的自体を創出していくことも重要な役割

41%減
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地域住民の公共交通への不満も増大しているが、解決は決して簡単ではない

(参考：東京新聞WEB2021年4月19日掲載）

コロナ禍も含めた湘南エリアの居住人気上昇により
「地域生活／観光」両面持ち合わせる地域形成

鉄道（上段）、バス（下段） ご意見件数

2016 2017 2018 2019 2020 2021

鉄道 バス

スマートシティに取り組む背景や課題⑤



スマートシティに取り組む背景や課題⑥
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「ベットタウンと観光地が共存する鎌倉地域」独自の事業機会・発展の可能性

●地域内の象徴的な企業として、当社の利益向上だけでなく、
鎌倉地域全体の価値向上、課題解決に通じる商品、サービスの提供が必要

朝

昼夕方

夜

観光観光回遊

公共交通

利用増

運行

本数

充実

ネット

ダイヤ

実現

タイムリー

かつ安価な

移動増

地域

活性化 国内稀有な
公共交通網
実現へ

鎌倉市民 １７万人

観光客延べ２０００万人

スマートシティ実装に向けて、鎌倉市内各地域の実情に即したアプローチで、
「交通・混雑」の課題解決を推進する必要性



鎌倉市さま公表資料
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第２回スマートシティ官民研究会資料より



スマートシティ実装に向けた当社の方向性
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＜課題①＞

道路渋滞、特定地集中混雑による
市民生活、経済への影響

移動減少による
公共交通収益激減、地域衰退

【交通・混雑】
MaaS構築、各種分散化（場所・時間、手段等）、適切な情報発信（施策連動）

公共交通の活用を通じた「すべての人が快適に移動できる交通環境の創出」

鎌倉市におけるスマートシティ実装

継続的なサービス提供を通じて

＜課題②＞

＜鎌倉市をフィールドとしたスマートシティへの取り組み＞

【コミュニティ活性化】
地域住民と観光客の交流、若者・高齢者の外出率増加

【その他】
市内交通・物流・観光従事者の働きがい創出



スマートシティにおける関心分野①（MaaS)

MaaSの登場により、移動の新たな価値が提供できる手段が変化している。

●公共交通企業として、どのような具体的施策を用いて課題解決をするのかが重要

既存公共交通の
有効活用

外出機会創出
地域活性化

地域や観光地における
移動利便性向上

新しい生活様式
への対応

ｽﾏｰﾄｼﾃｨｰの
実現

＼地域の課題解決／

参照：国土交通省ホームページ



スマートシティにおける関心分野①（MaaS)

＜MaaSへの取り組みを通じて当社が目指す姿＞

＜スマートシティへの貢献＞

交通事故低減

排気ガス減少

観光雇用創出
産品販促

市内交通充実
交通弱者移動ｻﾎﾟｰﾄ
域内良好なつながり

災害時の経済活動維持
適切なインフラ配備

地域資産保護

手頃な価格での
移動サービス提供 街歩きが楽しめる

自然環境

災害対応への強化

交通アクセス向上

〇カーボンニュートラルの実現
〇地域資源活用による積極的保護
（街並み・産業・環境）

経済軸

社会軸 環境軸
〇外出機会創出による地域経済好循環

〇公共交通網の拡充による生活力向上
〇鎌倉、湘南地域市街地での渋滞解消

〇官民連携によるインフラ構築費用低減
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〇お客様が公共交通を更に使いたくなる「利便性」高まる移動手段の提供

〇公共交通での移動が魅力的になる「楽しさ」高まる移動体験の提供

〇エリアコンテンツ×公共交通の連携、共生を通じた「回遊意欲」高まる移動機会の提供

「湘南ＭａａＳプロジェクト」※２０２０年４月開始

上記を通じて、湘南地域独自の課題解決や住みやすさ向上、活発な移動を通じた地域活性化に取り組むことを発表しております。

とはいえ、
・「地域のために自家用車での移動は止めてください」と呼びかけるだけでは、利用者の行動変容困難
・金銭割引は、瞬発的な効果は期待できるが、民間事業者だけでは継続的施策にはなりにくい。
・利用者側に間違ったイメージを想起させることは企業活動自体に支障をきたす。

地域の実情に合わせたMaaSの取り組みが必要

スマートシティにおける関心分野①（MaaS)



「体験価値」の掛け合わせを江ノ電らしく、鎌倉エリアらしく
＋コンテンツを目指して移動するための手段提供

速達性 値引き

利便性 楽しさ 回遊意欲

「らしさ」を存分に生かすことができる
共創アイデアを期待しています

＜江ノ電らしさとは・・・＞
遊び心？非日常感？レトロ？可愛さ？風景？

＜湘南・鎌倉エリアらしさとは・・・＞
リピーター？多様な観光スポット凝縮？自然？

スマートシティにおける関心分野①（MaaS)
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アプリ等開発
リアルコンテンツ
創出・演出

スマートシティにおける関心分野①（MaaS)
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スマートシティにおける関心分野①（MaaS)

商業施設との連携

地域独自コンテンツとの連携

複数の公共交通連携

MaaSアプリ（EMot)内での、
GTFS リアルタイム連携

「混雑」を逆手に取った
移動コンテンツ創出



21

（参考）藤沢市内利用実績

藤沢市内 1年間 270％成長

コロナ禍において、観光のお客様というよりも、

“地域住民の移動手段”利用増

「シェアサイクル SHONANPEDAL」 「R134BUS」

～鎌倉⇔国道１３４号線⇔江ノ島 直行バス～

自家用車来訪者 ０％
満足度 ９０％以上

スマートシティにおける関心分野①（MaaS)
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鉄道・バス、シェアサイクルをはじめとした交通施設の活用

※安全確保を前提としたリソース提供となります。

スマートシティにおける関心分野①（MaaS)
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自治体・関係機関・商業観光施設が連携して施策を推進する仕組み

スマートシティにおける関心分野②（コミュニティ)

継続性
商品確立

一過性
サービス

KAMAKURA DESIGN ＋ ART WALK みずたまてん 長谷の灯かり

鎌倉フリー環境手形
地域連携店舗



24

スマートシティにおける関心分野③（その他)

市内交通・物流・観光従事者の働きがいを含めた鎌倉市民のウェルビーイングへの取り組み

鎌倉市内で働く充実感の向上

渋滞・混雑対応が
仕事の中心ではない

付加価値の創出



官民研究会へのメッセージ
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【交通・混雑を起因とした複数分野の連携】

○効果的な周遊商品、次世代モビリティ整備を通じたMaaS構築による公共交通利用促進、カーボンニュートラル推進

○観光における各種分散化（場所・時間、手段等）に向けたコンテンツ提案

○観光混雑時の適切な情報発信に向けた実証（民間企業として持続可能な具体的施策、政策との連動）

【コミュニティ活性化を起点とした複数分野連携】

○地域住民と観光客の交流創造、持続的なつながり構築に向けた場の提供、施策提案
○若者、高齢者の外出率増加に寄与する移動目的・移動手段の高度化
【その他】

○市内交通・物流・観光従事者の働きがいを含めた鎌倉市民のウェルビーイングへの取り組み

鎌倉市スマートシティ実装に向け、当社と共に地域課題の解決に
取り組んで頂ける官民研究会の皆さまをお待ちしております。

＜当社がスマートシティで関心や実績ある分野＞

＜鎌倉市のスマートシティの推進に向けて協力・提案する内容＞

○地域課題の解決に向けて、会員企業と連携しサービスやソリューションの企画、検討を行う。
○市民起点のアイデア、実証実験に対して、当社事業である鉄道、路線バス、不動産の各種事業資産や

フィールドを提供するとともに、持続可能な共創に向けた各種支援を実施したい。
○ビジネス・アクセラレーター・かながわ（BAK）等と連携したオープンイノベーションの
コミュニティ形成の推進。


